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エネルギーをめぐる環境が大きく変化しています。再生可能エネルギーの普及に伴う電力の
不安定化、AIやデータセンターによる電力需要の急増、など、これまでのエネルギーシステム
では対応が難しい課題が次々と浮かび上がっています。こうした中で、「クリーンで安全な未
来のエネルギー」として核融合技術が改めて注目を集めています。特に2020年代に入り、欧米
を中心に、テックベンチャーによる小型・高効率型のプラズマ核融合炉開発が加速し、投資資
金の流入も過去最大規模に達しつつあります。
本書では、核融合市場の萌芽的な動きを概観するとともに、実用化に不可欠な高耐熱・高強

度材料、トリチウム回収膜、超電導マグネット材料、ダイバータ材など、対応する材料技術の
最前線に焦点を当てています。次世代エネルギーの現場で何が起きているのか、そしてその実
現を支える技術がどこまで進展しているのかを、産業・（材料）技術・投資の視点から多角的、
かつ、コンパクトに捉えます。
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